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【研究成果の概要】   
本 学 初 等 教 育 教員 養 成課 程 に お け る 必修「 教科 に 関 す る 科 目 」『 社 会 科 研 究 』は 、社 会 選 修 ・

専 攻 以 外 の 学 生 が 将 来 小 学 校 教 員 と し て 社 会 科 授 業 を 行 う 際 に 習 得 し て お く べ き 社 会 科 の 基

礎 ・ 基 本 と 技 能 の 養 成 を 目 的 と し て い る 。 2 2～ 2 4 年 度 「 重 点 研 究 」 で は 、「 小 学 校 社 会 科 学 習

プ ロ グ ラ ム と 教材 モ デル の 開 発 」を テー マ に 、本 科 目 の 学 習 課題・内 容 と 各 専 門 領 域（ 歴 史 学 ・

地 理 学 ・ 哲 学 ・ 法 学 政 治 学 ・ 経 済 学 ） の 基 礎 概 念 ・ 視 点 ・ 方 法 な ら び に 学 習 す べ き 内 容 と の関

係 に つ い て 検 討 を 行 い 、 地 理 的 分 野 に 関 し テ キ ス ト 構 成 を 示 し た 。 現 行 教 科 書 や 学 習 指 導 要領

に 関 す る 教 科 専 門 の 立 場 か ら の 課 題 検 討 も 行 い 、 学 習 内 容 に 関 す る 議 論 を 深 め た 。 こ れ ら 成果

を ふ ま え 本 年 度 は 、 当 科 目 に ふ さ わ し い テ キ ス ト 開 発 に む け 活 動 を 継 続 し た 。 主 な 作 業 お よび

成 果 は 下 記 の とお り であ る 。  
１ ． 第 １ 回 研 究 会 に お い て 、 メ ン バ ー が 実 践 す る 当 該 授 業 の 課 題 ・ 内 容 と 教 材 に 関 す る 報 告を

行 い 、 議 論 な らび に 情報 共 有 を 行 っ た。  
２ ．「 社 会 科 研 究」 テ キス ト の 分 野 別 構成 な らび に 専 門 的 立 場か ら の諸 課 題 を 検 討 した 。  
３ ．分 野 ご と に テ キ スト内 容 の 検 討 を すす め 、第２・３・４ 回 研究 会 を 開催 し て 、テ キ ス ト（ 試

行 版 ） の 構 成 ・内 容 につ い て 検 討 し た。  
４ ． 第 ５ 回 研 究 会 を 開 催 し 、 テ キ ス ト （ 試 行 版 ） 全 体 目 次 と 構 成 を 確 定 し 、 ２ 月 末 ま で に 各自

が 執 筆 を 行 っ た。  
５ ． テ キ ス ト の 特 徴 お よ び 概 要 は 以 下 の と お り 。  

小 学 校 社 会 科 を 構 成 す る 人 文 ・ 社 会 科 学 の 諸 分 野 （ 地 理 学 、 歴 史 学 、 政 治 学 、 哲 学 ） の 研

究 者 が 共 同 し て 「 社 会 科 」 の 本 質 に 迫 る こ と を ね ら い と し た 。 ま ず 「 教 育 基 本 法 」 前 文 に 記

さ れ た 民 主 的 ・ 文 化 的 な 日 本 国 家 の 発 展 と 、 世 界 平 和 と 人 類 の 福 祉 向 上 に 貢 献 し 、 郷 土 ・ 国

家 ・ 他 国 ・ 国 際 社 会 を 視 野 に 入 れ た 平 和 と 発 展 に 、 社 会 科 の 立 場 か ら 寄 与 す る こ と を 共 通 認

識 と し た 。 さ ら に 『 学 習 指 導 要 領 』（ H20年 告 示 ） に 提 示 さ れ た 社 会 科 の 最 終 目 標 を 、 平 和 で

民 主 的 な 国 家 、 社 会 、 国 際 社 会 の 形 成 者 と し て 必 要 な 知 識 と 資 質 を 備 え た 「 日 本 市 民 ・ 地 球

市 民 」 の 育 成 と と ら え な お し た 。 同 時 に グ ロ ー バ ル 化 と と も に 大 き く 変 化 す る 生 活 や 生 産 様

式 、 公 共 性 の 概 念 、 世 界 に お け る 地 域 ・ 民 族 紛 争 や 地 球 規 模 の 資 源 ・ 環 境 問 題 の 深 刻 化 な ど 、

多 様 化 ・ 複 雑 化 す る 諸 課 題 と そ の 背 後 に あ る 地 域 や 社 会 、 世 界 の し く み ・ 構 造 に つ い て 、 そ

れ ぞ れ の 専 門 分 野 の 視 点 か ら ア プ ロ ー チ し た 。  

年 度 末 に 発 行 し た テ キ ス ト『 小 学 校 社 会 を 教 え る た め の 本 』は 、H26年 度「 社 会 科 研 究 」に

お い て 試 行 的 に 使 用 し 、 各 授 業 実 践 を ふ ま え て 改 良 ・ 改 善 を 加 え る 予 定 で あ る 。  



研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

本 学 初 等 教 員 養成 課 程に お け る 「 教 科に 関 する 科 目 」 に 相 当す る 「社 会 科 研 究 」 にお い てテ キ

ス ト と し て 使 用す る 『小 学 校 社 会 を 教え る 本』 を 平 成 26 年 度 末 に 発行 予 定 。  

 


